
− 1−

Ⅰ．はじめに

　性成熟期の女性において，卵胞期・排卵期・
黄体期・月経期の月経周期をもち，ホルモンの
周期性変化がもたらす身体のリズムを持ってい
る（吉沢，2014）。卵胞期はエストロゲン，黄体
期はプロゲステロンへと切り替わるホルモンに
支配されている（吉沢，2014）。卵胞期は月経開
始から排卵までの期間で通常14日間，排卵後
卵胞が黄体化し，大量のプロゲステロンを分泌
する時期を黄体期とよび，持続は約14日間であ
る。プロゲステロンが消退すると月経期をむか
える。（我部山，2014）。
　月経周期に関する研究の多くは，黄体期や月
経期に注目したものが多い。黄体期に増加する
プロゲステロンは妊娠維持に働くと同時に，体
内の細胞や組織に水分を貯留させる作用があ
る。このため月経前に水分の貯留やホルモンバ
ランスの不調により，むくみなどの身体的症状
やいらいら・抑うつなどの精神的症状が生じ

ることがある。黄体期に起こるこれらの症状は
月経前症候群（以後 PMS）と呼ばれる（吉沢，
2014）。月経周期による身体的症状や精神的症
状の変化は多くの女性を悩ませる深刻な問題で
ある（元村，1996）。　　
　PMSと生活習慣との関連では，ストレス対処
が月経随伴症状に影響すると示唆している（渡
邊，2012）（時田，2009）。月経随伴症状の改善に
ついて苫米地ら（苫米地，2008）は，有酸素運動
により月経前の否定的感情の得点は減少し，有
酸素運動後は腹部，腰部の皮膚表面温度が上昇
しているので，生活習慣として毎日実施できる
のが望ましいとしている。
　月経期では，月経関連症状の緩和（細野，
2007）や月経痛の心理的な影響（前田，2007）つ
いての調査は多い。
　卵胞期はエストロゲンの分泌が高くなる時期
で，主にエストロゲンの作用によりさまざまな
変化が生じる。エストロゲンは細胞外水分量を
高める作用があり，浮腫や頭重感，血圧上昇等
をもたらす（吉沢，2014）。しかし，ホルモン変
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化に伴う身体的症状がある卵胞期についての調
査はほとんどない。その背景としてエストロゲ
ンからプロゲステロンにホルモンが大きく変動
する黄体期や月経期は，日常生活に支障を来す
身体的症状や精神的症状を呈する女性が多く，
治療や看護的介入の必要な場合も多い。しか
し，卵胞期においてもエストロゲンの作用は存
在しており，月経周期に伴う症状や気分の変化
は存在するのではないかと考える。
　本研究は，月経期である月経中と月経後であ
る卵胞期に着目し月経随伴症状と気分の関係に
ついて明らかにする目的で調査を行った。

Ⅱ．方　　法

１．対象
　女性の性機能としてホルモンが安定した成熟
期前期の女性25名。	

２．実施期間
　平成25年６月～ 26年４月

３．調査内容
１）対象者の属性に関する項目

　年齢，身長，体重，月経開始年齢，月経周期，
月経持続期間，経血量，月経に伴う自覚症状

（月経前・月経中）
２）月経随伴症状（Menstrual Distress 　　　

Questionnaire：以後MDQ）
　MDQ（堀，2005）は月経周期に伴う心身両
面にわたる愁訴（月経随伴症状）を測定する
尺度である。月経時期を「月経前」「月経中」

「月経後」とし，月経周期を思い起こして回
答する。８つの下位領域，47項目で構成され
ている。配点は０～３点で，総得点および下
位領域ごとの合計得点を算出し，得点が高い
ほど症状が強いことを示す。８つの下位領域
は，筋肉のこり，頭痛などの因子「痛み」，不
眠・忘れっぽさ・判断力の低下などの「集中
力の低下」，遂行力の低下・社会的活動を避
ける・効率の低下などの「行動力の低下」，紅
潮・吐き気・立ちくらみなどの「自律神経失
調」，むくみ・乳房痛・体重増加などの「水分
貯留」，いらだち・気分変調・抑鬱・不安・

孤独などの「否定的情緒」，愛情・興奮・活動
的になるなどの「気分の高揚（覚醒因子）」，
息苦しさ・動機・手足がしびれるなどの「コ
ントロール（制御因子）」で構成されている。

３）気分プロフィール（日本語版Profile of 
Mood States短縮版：以後POMS）

　POMS（横山，2010）は気分を評価する質問
紙である。「緊張-不安」，「抑うつ-落ち込み」，

「怒り-敵意」，「活気」，「疲労」，「混乱」の６つ
の気分尺度を同時に測定できる。質問項目は
30項目で「まったくなかった」から「非常に
多くあった」の５段階（０～４点）で回答する。
本調査では，月経中である月経１日目，月経
後である月経10日目に回答してもらった。

４）分析方法
　統計ソフトSPSS ver21 for Windowsを用
いて分析を行った。対象の属性は記述統計，
MDQ の月経周期別比較は Kruskal-wallis 検
定，POMS は Mann-whitney 検 定，MDQ と
POMSの関連についてはPeasonの相関係数
を用いた。

４．倫理的配慮
　研究協力者を公募で募集した。研究参加への
同意を得る際に，口頭と文書で研究目的と方法
について説明し，研究への参加は自由意志に基
づくものであること，また研究への不参加に
よってなんら不利益を生じないこと，研究への
参加に同意した後でも，参加を取りやめること
ができ，その際も何ら不利益を生じないことを
説明した。また，研究データの使用目的と管理，
守秘義務について説明した。研究への参加は同
意書への署名によって確認した。本調査は，島
根県立大学研究倫理審査委員会（承認番号109）
の承認を得て実施した。

Ⅲ．結　　果

１．対象者の属性（表１） 
　対象者は 25 名で，平均年齢 20.0 ± 2.3 歳（19
～ 28歳），BMI21.2±1.9（18.1 ～ 25.1）であった。
月経持続日数は5.7±1.3日（３～８日），月経周
期は規則的19名（76.0％），不規則６名（24.0％）
であった。
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２．月経周期別の月経随伴症状（MDQ得点）
　月経前，月経中，月経後のMDQ得点を示す

（表２）。月経後は「気分の高揚」を除いた全ての
項目で，月経中と月経前に比較して有意に得点
が低かった（p ＜ 0.001 ～ 0.05）。月経前と月経
中の比較では，「痛み」や「自律神経失調」で月
経中は有意に得点が高かった（P＜0.05）。
　MDQ 得点の因子ごとの特徴は，「気分の高
揚」以外は月経中や月経前と比較して，月経後
で得点が低かった。

３．月経中と月経後の気分プロフィールスコア
　　（POMS得点）
　月経中と月経後のPOMS得点を示す（表３）
POMS項目の「活気」を除いて，全ての項目で月
経後は有意に得点が低かった（p＜0.01 ～ 0.05）。

４．月経中のMDQとPOMSの相関（表４）
　MDQ項目「痛み」とPOMS「疲労」（r＝0.572，
p ＜ 0.01），「混乱」（r ＝ 0.490，p ＜ 0.05）で有意
な正の相関がみられた。MDQ「集中力の低下」
と POMS「疲労」（r ＝ 0.608，p ＜ 0.01），「混乱」

（r＝0.598，p＜0.01），POMS合計（r＝0.579，p
＜0.01）で正の相関がみられた。MDQ「自律神
経失調」とPOMS「緊張-不安」（r＝0.594，p＜
0.01），「抑うつ-落ち込み」（r＝0.558，p＜0.01），

「疲労」（r＝0.504，p＜0.05），「混乱」（r＝0.453，
p ＜ 0.05），POMS 合 計（r ＝ 0.602，p ＜ 0.01）で
正の相関がみられた。

５．月経後のMDQとPOMSの相関（表５）
　MDQ「 自 律 神 経 失 調 」と POMS「 怒 り - 敵
意」（r ＝ 0.436，p ＜ 0.05），MDQ「否定的感情」

表１　対象者の属性

表２　月経周期別　月経随伴症状（MDQ得点）

表３　月経中と月経後の気分プロフィール（POMS得点）
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と POMS「 怒 り - 敵 意 」（r ＝ 0.623，p ＜ 0.01），
MDQ「気分の高揚」とPOMS「抑うつ-落ち込
み 」（r ＝ 0.436，p ＜ 0.05），「 怒 り - 敵 意 」（r ＝
0.449，p＜0.05）で正の相関がみられた。

Ⅳ．考　　察

１．対象者の属性
　対象者は健康な成人女性であり，月経持
続日数は３～８日と正常な範囲であった（吉
沢，2014）。月経周期では規則的 76.0％，不規
則24.0％で，女子学生を対象にした調査（時田，
2009）とほぼ同様の結果であった。

２．月経周期別の月経随伴症状（MDQ得点）
　月経周期別にみたMDQ得点は，「気分の高
揚」以外で月経中や月経前と比較して，月経後
で低い得点であった。女子学生を対象とした調
査の結果と同様であった（糸井，2011）（元村，
1996）。
　月経周期に伴う不定愁訴を自律神経活動から
調査した鈴木ら（鈴木，2004）の報告によると，

月経終了後の交感神経活動が月経開始前に比べ
有意に増加し，月経終了後（卵胞期）に交感神経
活動が活発になるにつれて月経開始前にみられ
た症状が軽減していた。
　月経後は月経中や月経前と比較して，月経随
伴症状が落ち着いており，精神的にも安定した
時期であるといえる。

３．月経中と月経後の気分プロフィールスコア
　　（POMS得点）
　本調査では，月経中と月経後に質問紙調査を
行った。月経後は月経中と比較し「活気」以外の
全ての項目で有意に得点が低かった。月経後，
月経前，月経中の調査では（糸井，2011），月経
中と月経前の POMS 得点はほぼ同じであり，

「活気」のみが月経中や月経前と比較して月経
後で高くなっていた。
　月経後と月経前のメンタルストレスの調査で
安納（安納，2006）は内田クレペリンテストにお
いて，唾液中コルチゾールが月経後より黄体期
に有意に高値を示したことから，ストレス反応
は卵胞期と黄体期で異なることを示唆している。

表４　月経中におけるMDQ得点とPOMSの相関（n=25）

表５　月経後におけるMDQ得点とPOMSの相関（n=25）
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　月経後はストレス反応にも対処し，活気に満
ちあふれた，精神的に落ち着いた時期であると
いえる。

４．月経中と月経後におけるMDQとPOMSの
　　相関
　月経周期でのMDQとPOMSを比較検討した
調査は少ない。
　 月 経 中 に お い て，MDQ「 痛 み 」の 得 点 と
POMSの「疲労」と「混乱」で正の相関がみられ
た。同様に MDQ の「集中力の低下」において
も，POMSの「疲労」と「混乱」で正の相関がみ
られた。月経痛を強く感じる人は，意欲が低下
したり，活動が低下し，思考力の低下を示して
いた。MDQの「自律神経失調」得点の高い人は，
POMSの「緊張-不安」，「抑うつ-落ち込み」，「疲
労」，「混乱」で正の相関がみられた。月経中で
は特に「自律神経失調」が気分の変調に影響し
ていることが示唆された。
　月経後では，POMS「怒り - 敵意」の得点と
MDQ「自律神経失調」，「否定的情緒」，「気分の
高揚」で正の相関がみられた。POMS「抑うつ-
落ち込み」とMDQ「気分の高揚」で正の相関が
みられた。月経後では，不機嫌であったりいら
いらした状態が月経随伴症状に影響しているこ
とが示唆された。
　女性は生涯にわたり，体内環境の変化と社
会・文化的環境の変化に暴露されるため，情緒
障害や心身疲労をきたしやすく，自律神経活動
の不調のために，不定愁訴とされる，病気認定
をうけにくい症状の出現の機会が多くなる（後
山2009）。月経中と月経後において，月経随伴症
状と気分の関係に違いが示されたことから，月
経周期に合わせた対策が必要である。
　月経周期と自律神経活動の関連として松本ら

（松本，2007）は月経前緊張症や月経前不快気分
障害と診断されなくても，月経前に明らかな心
身不快症状を経験する女性では，その症状の発
現に黄体後期の自律神経動態が関与している可
能性を示唆している。続けて，月経前不快症状
が強くなるにつれて，黄体後期における自律神
経動態の変化も大きくなり，さらに症状が現れ
ない（あるいは軽減する）月経後の自律神経動
態に関係なく自律神経機能に変調を来す可能性

があることも併せて示唆している。
　月経後は月経前・月経中と比べると心身とも
に落ち着いた時期である。しかし月経後におい
ても月経随伴症状と気分に関連がみられたこと
から，女性は月経後にも月経随伴症状を持ち合
わせていることが示唆された。またそれらの症
状は気分と関係しているので，女性の日常生活
のQOL向上のために月経周期に合わせた健康
教育プログラムや生活改善等の検討が必要であ
る。

Ⅴ．研究の限界

　今回の調査は，限定された成熟期前期女性を
対象としており，一般化するには限界がある。
今後さらに対象者を増やして再検討していく必
要がある。 

Ⅵ．まとめ

　今回，月経周期の中で特に月経中と月経後に
着目し，月経随伴症状と気分の関連を調査し
た。月経中と月経後では月経随伴症状ならびに
気分で違いがあり，月経後は心身共に落ち着い
て，安定した時期であった。月経随伴症状と気
分の関連では，月経中は自律神経失調が気分に
関連していた。月経後ではいらいらしたり怒り
の状態があると月経随伴症状に影響しているこ
とが示された。月経周期に合わせた改善策の検
討が必要である。

（本研究は2013年度島根県立大学出雲キャンパ
ス自主テーマ研究費助成金で実施した）
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The Relationship Between Menstruation 
Accompanying Symptom and Profile of Mood States, 

The Early Period of The Bloom of Women 
-During The Menstrual Cycle-
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